
⼩⽯原
こ い し わ ら

川
がわ

ダム(試験湛⽔中)が 
下流河川の⽔位低減に寄与しました  

独⽴⾏政法⼈⽔資源機構が管理する筑後川⽔系⼩⽯原川の
⼩⽯原川ダム（福岡県朝倉市）の流域では、令和２年７⽉豪
⾬により、７⽉５⽇ 18 時から８⽇３時までの総⾬量が 607 ㎜
を記録し、平成 29 年 7 ⽉九州北部豪⾬を上回る降⾬となりま
した。 

この洪⽔に対して、試験湛⽔を実施している⼩⽯原川ダ
ムでは、計画規模を上回る最⼤流⼊量毎秒約 197 ⽴⽅メー
トルを観測し、ダムに約 1,000 万⽴⽅メートルを貯留しま
した。 

この結果、⼩⽯原川ダムの下流約 22 ㎞にある栄⽥
さ か え だ

橋
ば し

⽔位
観測所では、ダムが無かった場合に⽐べて、河川⽔位を約
0.65ｍ低減する効果があったと推定されます。 
 

今回の発表は速報値であり、数値等は今後の調査により変わることがあります。 
 

 

 

令和２年７⽉ 15 ⽇ 

独⽴⾏政法⼈⽔
みず

資源
し げ ん

機構
き こ う

 筑後川局 
 

配布先 
国⼟交通省九州記者会  九州建設専⾨記者クラブ 
久留⽶市政記者クラブ  佐賀県政記者クラブ 
⻄⽇本新聞朝倉⽀局   読売新聞筑紫⽀局 
毎⽇新聞福岡南⽀局   朝⽇新聞太宰府⽀局 

 

問い合わせ先 
 独⽴⾏政法⼈⽔資源機構 筑後川局 総 務 課⻑ 中⼭ 

企画調整課⻑ 前⽥ 
 住 所 ：福岡県久留⽶市東町４２−２１ 
 電 話 ：0942-34-7001 

  



 

 

 福岡県朝倉市江川 地先 

※筑後川中流部（河口から約 40km 地点）に流入する小石原川の約 25 ㎞地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小石原川ダム位置図 

小石原川ダム 

栄田橋 

小石原川ダムから約 22 ㎞下流 

小石原川ダム貯留状況図 

※今回の豪雨は、平成 29 年 7 月九州北部豪雨を上回る規模となっています。 

   令和 02 年 7 月 降り始めからの 24 時間雨量 316mm 総雨量 607mm 

   平成 29 年 7 月 降り始めからの 24 時間雨量 296mm 総雨量 296mm 
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ダムへの流入量

ダムからの放流量

貯水位

61.5
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累計雨量（mm） 総雨量 607mm（流域平均）

最大流入量 約197m3/s

7/6（月） 15:00

7月6日（月）

流
域

平
均

累
計

雨
量

（m
m

）

洪水量（60m3/s）

7月7日（火） 7月8日（水）

最大時間雨量 61.5mm/h

7/6（火） 12:00～13:00

放流量 約0.15m3/s

▼洪水時最高水位 （EL.353.0m）

▼平常時最高貯水位（EL.349.1m）

約1,000万ｍ3をダムに貯留

約12ｍの水位上昇

7月5日（日）

計画高水流量190m3/s

流入量



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダム下流河川の水位低減効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貯水池状況写真 

試験湛水中の状況 

はん濫危険水位 ：３.７１ｍ

避難判断水位 ：３.１０ｍ

はん濫注意水位 ：２.５０ｍ

水防団待機水位 ：２.００ｍ
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洪水前の貯水位 標高 328.31ｍ 

洪水後の貯水位 標高 340.63ｍ

洪水時最高水位  標高 353.0ｍ 

約 1,00０万ｍ３をダムに貯留 

※今回の発表は速報値であり、今後の調査により数値等が変わることがあります。

【放流量】 

ダムから下流の河川へ流した水の量 

（試験湛水中のため維持用水のみ） 

 ②毎秒約 0.15 立方メートル 

 

最大流入時に、ほぼすべての水 

毎秒約 197 立方メートル 

（① －②）をダムに貯めました。 

平常時最高貯水位 標高 349.1ｍ 

約 12ｍの水位上昇 

【流入量】 
ダムに流れ込んだ水の量 
①最大毎秒約 197 立方メートル 

栄田橋水位観測所における、ダムに流れ込む

水を貯めて川の水を減らしたことによる効果 

① ダムがなかった場合 

  推定最高水位 4.21ｍ 

※推定最高水位には誤差が含まれます。 

②ダムに流れ込む水を貯めたことによる 

河川水位 

  観測最高水位 3.56ｍ 

ダムに水を貯めたことによる効果（①－②） 

栄田橋河川水位観測所付近の河川水位を 

約 0.65ｍ低減させています。 

観測最高水位 3.56m 

推定最高水位 4.21m 

ダムに水を貯めたことによる効果 約 0.65m 低減 

水位 

洪水後貯水位 7 月 7 日 標高約 340m 洪水前貯水位 7 月 5 日 標高約 328m 

※この数値は速報値です。


